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6月28日（日）10時より、すずらんホール・多目的ホールにて「令和8年度　通常総会」を開催しました。

委任状・議決権行使書などの書面によるご出席が28名、会場でのご出席が10名、あわせて38名のご出席

により、規約に定める成立の要件を満たしました。ご協力いただき、ありがとうございました。各議案は、

いずれも大多数の賛成により承認されました。

第1号議案（令和7年度　活動報告及び決算報告） ……承認

第2号議案（役員改選） ……承認

第3号議案（令和8年度　活動計画及び予算） ……承認

第4号議案（まちづくり宣言の承認） ……承認

当日は、神戸市都市局工務課長、神戸市北区役所地域協働課長にご来賓としてお越しいただき、区画整理

事業の進み具合についてもご報告をいただきました。

総会の様子 来賓のみなさま 神戸市より事業進捗の説明

● 新しい役員体制になりました

第2号議案の役員改選により、令和8年度の役員が決まりました。幹事7名（うち新任1名）と、監査1名

（神戸電鉄株式会社）の体制です。

西　哲 ｜ 新谷　雅史 ｜ 吉澤　彰浩 ｜ 柴田　健太郎 ｜ 上畑　廣子 ｜ 近藤　好美 ｜ 藤岡　孝弘

監査：神戸電鉄株式会社

長年にわたり会長を務めてこられた木戸博和さんが、本総会をもって退任されました。まちづくり構想の

採択から、このたびのまちづくり宣言の策定まで、地区のまちづくりを牽引していただきました。心よりお

礼申し上げます。

令和2年6月の協議会設立から約6年。アンケートや意見交換会、まちあるきを重ねて検討し

てきた「まちづくり宣言」が、今回の総会で承認されました。

これからのまちの姿を、住んでいるみなさんで共有するための、地域の紳士協定です。

このおたよりと一緒に、宣言をまとめたリーフレットをお届けします。ぜひお手にとってご

覧ください。
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「令和8年度　通常総会」を開催しました！

「まちづくり宣言」ができました



総会で承認された今年度の活動計画は、次の6つです。

1. まちづくり宣言の周知・普及活動

2. 住民参加型の意見交換会・イベントの開催

3. 残余地（道路付帯地）を活用したワークショップの検討

4. 住民目線での「まちづくりニュース」の発行

5. 毎月定例の役員会の開催

6. 持続可能な協議会運営体制づくり

このうち、今年度の大きな柱は次の2つです。

　① まちづくり協議会の活動を、広く知っていただくこと

　② 道路の付帯地をどう使うかを、みなさんと一緒に考えること

「道路付帯地」とは、都市計画道路の整備にともなって生まれる、道路ぎわの土地の

ことです。神戸市から、「どのような広場にするか、協議会で考えてほしい」とご相談を

いただいています。

まずは鈴蘭台幹線の北端、烏原川ぎわの一角（北町北公園のとなり）について検討を

はじめました。

8月の役員会では、神戸市から現地の条件をうかがい、役員のあいだで意見を出し合い

ました。

こうなったらいい 「四季の感じられる木があるといい」「ベンチがあると嬉しい」「犬の散歩で立ち寄れ

る場所に」

気になること 「交差点の見通しが悪くなるものは避けたい」「遊び場にすると道路が危ない」

ベンチや植栽など、できることには決まりもあります。それでも、どんな場所になったらいいかを考える

ところからのスタートです。

まちあるきや意見交換の場を持ちたいと考えています。できるだけ多くの方に加わっていただきたいの

で、あらためてご案内します。

● 工事の進み具合について

区画整理事業の工事の状況や今後の予定は、神戸市が発行する「区画整理NEWS」でお知らせしていま

す。8月にお手元に届いた号に、特殊道路1号線・鈴蘭台幹線北工区・鈴蘭台北町北公園の工事についてご案

内がありますので、あわせてご覧ください。

● 一緒にまちづくりを考えませんか

まちづくり協議会では、鈴蘭台駅北地区のまちづくりに興味のある方を募集しています。

区画整理でまちの形が変わり、新しくお住まいになる方も増えていきます。これからのまちの使い方を考

えるのは、これからここで暮らす人たちです。

「会議に出るのは大変そう」と思われるかもしれませんが、まずは一度、のぞきにいらしてください。役

員会は毎月1回、鈴蘭台自治会館で開いています。

●お問い合わせ等は、鈴蘭台駅北地区まちづくり協議会

事務局（合同会社 人・まち・住まい研究所）まで

TEL 078-436-2120　　E-mail hitomachisumai@gmail.com

今年度は、こんな活動をしていきます

道路の付帯地について、一緒に考えませんか


